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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月5日(2013.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域に設けられた始動領域に侵入した遊技球を検出する遊技球検出手段と、
　該遊技球検出手段からの検出信号に基づいて遊技者にとって有利な大当り遊技状態を発
生させるか否かの当落判定を実行する主制御手段からの当落判定コマンドに基づいて演出
の進行を制御する副制御手段と、
　遊技者の指や手のひらにより操作される操作部を有する操作装置と、
を備える遊技機であって、
　前記操作装置は、少なくとも、
　正転と逆転とのいずれにも回転させることができる電気的回転駆動手段
を備え、前記電気的回転駆動手段の出力軸の回転が前記操作部に伝達されて当該操作部が
時計方向と反時計方向とのいずれにも回転させられ、
　前記副制御手段は、少なくとも、
　前記主制御手段からの当落判定コマンドに基づいて前記電気的回転駆動手段の出力軸を
正転させる回転と逆転させる回転とを交互に繰り返し小刻みに実行する回転方向制御手段
を含み、
　前記操作部は、前記回転方向制御手段が前記電気的回転駆動手段の出力軸を正転させる
回転と逆転させる回転とを交互に繰り返し小刻みに実行することに応じて時計方向と反時
計方向とのいずれにも交互に繰り返し小刻みに回転させられて当該操作部に触れた遊技者
の指や手のひらを加振することを特徴とする遊技機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、操作部を有する遊技機に関するものである。
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来より、押下方向に移動操作に加えて、前後左右方向に移動操作することができる操
作装置を備える遊技機が提案されている（例えば、特許文献１）。この特許文献１に記載
される遊技機では、その操作装置の操作部材（操作部）を前後左右方向に移動操作するこ
とによって画像表示部に表示されるキャラクタの移動方向の選択のほかに、遊技演出の場
面、状況、文字等を選択することができるようになっている。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　ところが、特許文献１に記載される遊技機では、画像表示部の表示内容の指示に従って
単に操作されるものであるため、操作部材（操作部）自体が遊技性を創出するものとはな
り得なかった。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、操
作部による斬新な遊技性を創出することができる遊技機を提供することにある。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（解決手段１）
　遊技領域に設けられた始動領域に侵入した遊技球を検出する遊技球検出手段と、該遊技
球検出手段からの検出信号に基づいて遊技者にとって有利な大当り遊技状態を発生させる
か否かの当落判定を実行する主制御手段からの当落判定コマンドに基づいて演出の進行を
制御する副制御手段と、遊技者の指や手のひらにより操作される操作部を有する操作装置
と、を備える遊技機であって、前記操作装置は、少なくとも、正転と逆転とのいずれにも
回転させることができる電気的回転駆動手段を備え、前記電気的回転駆動手段の出力軸の
回転が前記操作部に伝達されて当該操作部が時計方向と反時計方向とのいずれにも回転さ
せられ、前記副制御手段は、少なくとも、前記主制御手段からの当落判定コマンドに基づ
いて前記電気的回転駆動手段の出力軸を正転させる回転と逆転させる回転とを交互に繰り
返し小刻みに実行する回転方向制御手段を含み、前記操作部は、前記回転方向制御手段が
前記電気的回転駆動手段の出力軸を正転させる回転と逆転させる回転とを交互に繰り返し
小刻みに実行することに応じて時計方向と反時計方向とのいずれにも交互に繰り返し小刻
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みに回転させられて当該操作部に触れた遊技者の指や手のひらを加振することを特徴とす
る遊技機。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この遊技機では、遊技球検出手段、主制御手段、副制御手段、操作装置を備えている。
遊技球検出手段は、遊技領域に設けられた始動領域に侵入した遊技球を検出している。主
制御手段は、遊技球検出手段からの検出信号に基づいて遊技者にとって有利な大当り遊技
状態を発生させるか否かの当落判定を実行している。副制御手段は、主制御手段が当落判
定を実行した当落判定コマンドを受けて、この当落判定コマンドに基づいて演出の進行を
制御している。操作装置は、操作部を有しており、遊技者がその指や手のひらで操作部を
操作することができるようになっている。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　操作装置は、少なくとも、電気的回転駆動手段を備えている。この電気的回転駆動手段
は、正転と逆転とのいずれにも回転させることができる。操作部は、電気的回転駆動手段
の出力軸の回転が伝達されることにより、時計方向と反時計方向とのいずれにも回転させ
られるようになっている。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　操作部は、回転方向制御手段が電気的回転駆動手段の出力軸を正転させる回転と逆転さ
せる回転とを交互に繰り返し小刻みに実行することに応じて時計方向と反時計方向とに交
互に繰り返し小刻みに回転させられて操作部に触れた遊技者の指や手のひらを加振（振動
を加える）することができるようになっている。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　このように、電気的回転駆動手段の出力軸の回転が伝達されることにより操作部が時計
方向と反時計方向とのいずれにも回転させられるようになっているため、電気的回転駆動
手段の出力軸が正転させる回転と逆転させる回転とを交互に繰り返し小刻みに実行される
と、これに応じて操作部も時計方向と反時計方向とに交互に繰り返し小刻みに回転させら
れることとなる。この操作部が時計方向と反時計方向とのいずれにも交互に繰り返し小刻
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みに回転させることにより操作部に触れた遊技者の指や手のひらに加振する（振動を加え
る）ことができるため、操作部自体が単に操作されるものではなくて触覚を通じて遊技を
提供することができるものにもなっている。したがって、操作部による斬新な遊技性を創
出することができる。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本実施形態では、例えば、図９５の遊技領域１１００が遊技領域に相当し、図９５の上
始動口２１０１、及び下始動口２１０２が始動領域に相当し、図９７の上始動口スイッチ
３０２２、及び下始動口スイッチ２１０９が遊技球検出手段に相当し、図１２２の主制御
側タイマ割り込み処理におけるステップＳ８６の特別図柄及び特別電動役物制御処理の一
処理として実行される、「大当り判定用乱数を更新するカウンタの値を取り出して主制御
内蔵ＲＯＭに予め記憶されている大当り判定値と一致するか否かを判定（大当り遊技状態
を発生させるか否かを判定（「特別抽選」という。））」という記載が「遊技者にとって
有利な大当り遊技状態を発生させるか否かの当落判定する」という記載に相当し、図９７
の主制御基板４１００が主制御手段に相当し、図１１７の特図１同調演出関連に区分され
る特図１同調演出開始コマンド、及び特図２同調演出関連に区分される特図２同調演出開
始コマンド等が当落判定コマンドに相当し、図９７の周辺制御基板４１４０が副制御手段
に相当し、図４１のダイヤル操作部４０１が操作部に相当し、図４１の操作ユニット４０
０が操作装置に相当し、図１のパチンコ遊技機１が遊技機に相当し、図４３のダイヤル駆
動モータ４１４が電気的回転駆動手段に相当し、「ダイヤル駆動モータ４１４の出力軸を
１ステップだけ正転させる回転と逆転させる回転とを交互に繰り返し行うダイヤル加振制
御」が回転方向制御手段に相当する。
 
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の遊技機においては、操作部による斬新な遊技性を創出することができる。
 
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１０９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１０９８】
　１…パチンコ遊技機（遊技機）、２…外枠、３…本体枠、４…遊技盤、５…扉枠、４０
０…操作ユニット（操作装置）、４０１…ダイヤル操作部（操作部）、４１０…従動ギア
、４１２…駆動ギア、４１４…ダイヤル駆動モータ（電気的回転駆動手段）、４３２ａ…
回転検出スイッチ、４３２ｂ…回転検出スイッチ、８５１…電源基板、８５１ａ…全波整
流回路、８５１ｂ…力率改善回路、８５１ｃ…平滑化回路、８５１ｄ…＋５．２Ｖ作成回
路、８５１ｅ…＋５．２５Ｖ作成回路、８５１ｆ…＋１２Ｖ作成回路、８５１ｇ…＋２４
Ｖ作成回路、１１００…遊技領域、２１０９…下始動口スイッチ（遊技球検出手段）、３
０２２…上始動口スイッチ３０２２（遊技球検出手段）、４１００…主制御基板（主制御
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手段）、４１００ａ…主制御ＭＰＵ、４１００ａｅ…主周シリアル送信ポート、４１１０
…払出制御基板、４１１０ｂ…停電監視回路、４１４０…周辺制御基板（副制御手段）、
４１５０…周辺制御部、４１６０…液晶制御部、４１７０…ランプ駆動基板、４１８０…
モータ駆動基板、ＭＲ２０…プルアップ抵抗、ＭＲ２１，ＭＲ２２…抵抗、ＭＴＲ２０…
トランジスタ、ＭＣ２…電解コンデンサ、ＭＣ２０…電解コンデンサ、ＭＤ２０…ダイオ
ード。
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